
学園だより学園だよよよりりり
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■問い合わせ　順正学園　入試広報室（フリーダイヤル☎０１２０－２５－９９４４）

　　　　　　　

　　成羽病院通信　　　　　　   ■問い合わせ　☎�３１１１

　認知症とは、一度正常に達した認知機能が後天的な脳の障害によって持続的に低下し、日常生活
や社会生活に支障をきたすような状態といわれています。厚生労働省の調査では、８５歳以上の４
人に１人が認知症を発症しているといわれています。まず、認知症は誰にでもありうる病気だとい
うことをしっかり認識しておきましょう。
認知症治療の一つに、脳の活性化を図る脳リハビリがあります。脳の活性化には、複雑な作業か

らでなく単純な作業から始めていく事が一番効率的であり、具体的には、指の運動や音読と計算、
人とのコミュニケーションがあげられます。
さらに、身体のリハビリを一緒に行う事も効果的です。方法としては、身体の使っていない筋

肉を動かし体力をつけ、軽い負荷の有酸素運動を行います。その運動時に神経末端から分泌される
物質が、心理的改善にとても良いといわれて
います。
　最後に、介護者が一人で負担を抱えないよう、
利用できるサービス等をうまく活用しながら、
休息やリフレッシュできる時間を確保していく
こともとても大切です。介護の苦労をみんなで
支え合える環境づくりをしていきましょう。

認知症とリハビリ

順正学園国際交流会館１階のレストラン「ラ・エスペランサ」では、
「秋のイタリアンランチフェア」（９月25日まで）を開催しています。
　イタリア人シェフのアレージ・ジョルジョさんの手による、安心
安全な高梁産の野菜や食材にこだわった本場のイタリアンランチと
デザート。皆様のご来店をお待ちしておりますので、ぜひお越しい
ただきお楽しみください。
　なお、期間中は「広報たかはしを見た」と言っていただいたラン
チご利用のお客様には、食後のコーヒーを無料サービスしています。

「秋のイタリアンランチフェア」開催中！

成羽病院　作業療法士　高野仁見

レストラン「ラ・エスペランサ」
場 　 所：順正学園国際交流会館 1階（奥万田町）
駐 車 場：10台程度
営業時間：平日　午前 11時 30分～午後２時（※土・日曜日、祝日は休業）
問い合わせ：株式会社ＪＥＩ　☎�３７２０

イタリアンランチ 600 円
パスタランチ 500 円
コーヒー＆日替わりデザート 300 円
※数量限定のため、売り切れの場合もあります。
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瀬
実
相
寺
村
」
一
一
四
石
余
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

頃
の
「
天て
ん

保ぽ
う

郷
帳
」
で
は
、
古
瀬
八
川
村

と
し
て
六
四
〇
石
余
と
あ
っ
て
、
「
古
瀬
実

相
寺
村
」
の
村
名
は
、
あ
が
っ
て
い
ま
せ

ん
。
恐
ら
く
「
八
川
村
」
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
「
備
中
誌
」
に
よ
る
と
、

八
川
村
、
家
数
一
〇
一
、
人
数
四
〇
八
と
記

録
し
、
小
名

3

3

と
し
て
「
実
相
寺
」「
堂
屋
敷
」

「
石
仏
」
「
法
花
峠
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
「
実
相
寺
」
は
、
現
在
、
津
川
町
八
川
（
大

字
）
地
域
に
編
入
さ
れ
、
戸
数
も
減
少
し

二
十
軒
足
ら
ず
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
古

く
か
ら
仏
教
の
聖
地
だ
っ
た
場
所
で
、
人
々

の
「
信
仰
の
里
」
と
し
て
栄
え
た
地
域
だ
っ

た
の
で
す
。
実
相
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
の

か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
三
十
一

代
用
明
天
皇
の
皇
子
聖
徳
太
子
の
開
基
と

伝
え
ら
れ
、
古
代
仏
教
の
法ほ
っ

相そ
う

宗し
ゅ
う（

南
都
六

宗
の
一
つ
）
の
木
堂
を
中
心
と
し
て
、
七
か

坊
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
総
称
し
て
「
大だ
い

石せ
き

山ざ
ん

実
相
寺
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

康こ
う

元げ
ん

年
間
（
一
二
五
六
〜
五
七
）
に
放
火

で
古
記
録
な
ど
消
失
し
て
し
ま
っ
て
、
詳
細

は
不
明
で
す
。

　

七
か
坊
の
う
ち
三
か
坊
は
無
住
と
な
っ

て
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
あ
ら
た

坊ぼ
う
（
現
天
台

寺
）・
円
満
坊
は
天
台
宗
と
な
り
、
井
元
坊
・

大
坊
は
真
言
宗
と
し
て
四
か
寺
が
残
っ
て

い
ま
し
た
（
「
上
房
郡
誌
」
）
。
現
在
は
、

天
台
寺
、
円
満
寺
、
大
元
寺
の
三
か
寺
が
残

っ
て
い
る
の
み
で
す
が
、
い
ず
れ
も
山
号
が

大
石
山
と
い
い
、
古
代
か
ら
こ
の
地
に
は
石

（
岩
）
の
信
仰
が
あ
る
地
域
で
、「
大
石
山
」

の
山
号
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
。

　

「
実
相
寺
」
に
は
、
三
か
寺
共
有
の
「
本

堂
」
が
残
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
法
相
宗
「
大

石
山
実
相
寺
」
一
山
の
本
堂
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
こ
の
本
堂
に
は
、
本
尊
の
阿
弥
如

来
、
そ
し
て
向
か
っ
て
右
側
に
不
動
明
王
、

左
側
に
毘
沙
門
天
の
立
派
な
三
尊
仏
（
い
づ

れ
も
寄よ
せ

木ぎ

造
＝
室
町
時
代
末
期
の
作
で
市

重
要
文
化
財
）
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
本
堂
は
松
山
城
主
の
信
仰
も
厚
か
っ
た

よ
う
で
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
に
水

谷
勝
宗
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
に
板
倉

勝
静
も
再
建
建
立
し
て
い
ま
す
。
安
藤
信
友

も
屋
根
葺
き
替
え
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
松
山
藩
と
深
い
関
係
が
あ
っ

た
の
で
す
。
本
堂
の
裏
に
は
三
か
寺
の
鎮

主
と
し
て
十
二
社
権
現
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
正
三
年
に
稲
荷
神
社
と
と
も
に
八
川
の

和わ

井い

元も
と

に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
相
寺
の
上か
み

と
下し
も

の
人
々
は
、
こ
の
本
堂

に
年
二
回
集
ま
り
、
大
数
珠
で
「
お
か
ん

3

3

3

き3

」
を
し
て
、
鐘
・
太
鼓
を
持
っ
て
各
戸
を

訪
れ
て
、
「
な
ん
ま
い
だ
、
な
ん
ま
い
だ
」

と
念
仏
を
唱
え
、
接
待
し
て
祭
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
虫
送
り
の
行
事

3

3

3

3

3

3

を
行
い
豊
作
を

祈
っ
た
の
で
す
。
「
実
相
寺
」
と
い
う
の

は
、
こ
の
本
堂
を
中
心
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
坊
が
あ
っ
て
、
こ
の
山
間
に
一
山
の
聖
地

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
国
道
三
一
三
号
線
か

ら
「
実
相
寺
」
へ
入
っ
て
い
く
辺
り
に
「
大だ
い

門も
ん

」
と
い
わ
れ
る
地
名
が
残
っ
て
い
て
、

こ
こ
に
は
仁
王
像
二
体
が
祭
ら
れ
て
い
た

と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と

か
ら
「
実
相

寺
」
と
い
う

聖
地
へ
の
入

口
と
し
て
大

き
な
門
が
あ

っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る

の
で
す
。
近

辺
に
は
古
び
た
薬
師
如
来
座
像
が
残
っ
て

い
て
、
こ
れ
ら
は
「
実
相
寺
」
と
深
い
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
古
い
聖
地
だ
っ

た
時
代
が
偲
ば
れ
る
の
で
す
。

　

今
で
も
巨
瀬
町
尾
原
の
御
前
神
社
の
棟

札
に
遷
宮
導
師
と
し
て
、
大
石
山
実
相
寺
の

寺
の
文
字
が
見
ら
れ
、
今
津
八
幡
宮
な
ど
の

近
隣
の
神
社
は
全
て
「
実
相
寺
」
諸
坊
と
深

い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
に
は
「
実
相
寺
の
人
々
は
頭
か
し
ら

付
き
の
魚
は
食
べ
な
い
」
と
か
、
「
本
堂
の

前
に
大
石
が
現
れ
て
、
星
が
石

3

3

3

と
い
っ
た
五

社
八
幡
宮
の
伝
説
」
と
か
「
蛇じ
ゃ

骨こ
つ

池
の
伝

説
」
な
ど
、
い
づ
れ
も
信
仰
に
ま
つ
わ
る
話

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

「
実
相
寺
」
と
い
う
地
名
は
、
古
代
仏
教

（
法
相
宗
）
と
い
わ
れ
る
「
大
石
山
実
相

寺
」
の
里
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
名
と
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
世
か
ら
は
村
名

3

3

と
し
て
「
実
相
寺
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
は
、
七
か
坊
あ
っ
た
寺
院
の
一
山

3

3

の
里

3

3

と
し
て
の
地
名
で
、
宗
教
地
名
の
一
つ

な
の
で
す
。 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　

「
実じ
っ

相そ
う

寺じ

」
は
津
川
町
今
津
か
ら
有
漢

川
に
沿
っ
て
国
道
三
一
三
号
線
を
北
へ
進

ん
だ
津
川
町
八
川
地
区
に
あ
り
ま
す
。
八
川

の
高こ
う

下げ

迫さ
こ

か
ら
左
へ
有
漢
川
を
渡
る
と
「
実

相
寺
」
へ
の
入
口
・
巨
瀬
町
柳
川
西
の
集
落

か
ら
山
間
の
窪
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
が
「
実

相
寺
」
で
す
。
「
実
相
寺
」
は
山
に
挟
ま
れ

た
窪
地
で
耕
地
は
階
段
状
に
な
っ
た
、
ほ
と

ん
ど
が
水
田
で
、
集
落
は
川
面
町
辻
前
に
通

じ
る
市
道
に
沿
っ
た
斜
面
に
点
在
し
て
い

ま
す
。

　

中
世
か
ら
寛
永
の
頃
（
一
六
二
四
〜

四
四
）
に
か
け
て
の
「
実
相
寺
」
は
古
瀬
、

八
川
村
、
古
瀬
両り
ょ
う

名み
ょ
う

村
な
ど
と
と
も
に
古

瀬
村
（
古
代
の
巨
瀬
郷
）
に
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
「
正
し
ょ
う

保ほ
う

郷ご
う

帳ち
ょ
う」

（
一
六
四
五
〜
四
六

年
頃
）
に
古
瀬
八
川
村
三
五
八
石
余
、
「
古

地
名
を
あ
る
く

九
十　

  　

津
川
町
実
相
寺

山間に点在する実相寺の集落

実相寺三か寺共有の「本堂」


